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林業の概況
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が きま え

本県の人工林率は６０パーセントと高いが、その大部分は保育過程にある

ため、本県の木材需要盆の８０パーセントは、外材が占めている状況にありま

す。

しかし、近い将来には、国産材時代が到来するものと予測されますが、この

国産材時代をどう林業振興に結びつけてゆくか、今からそのビジョン作りをし

なければならないと存じます。

こうした中で、適切な施策を識じて行くためには、まず本県林業の現状を正

しく把握することが、重要な意義をもつものと考えます。

本脅は、本県林業の現状を図表等によりわかりやすく集録したものであり

ますので、林業の現状を広く理解され、本県林業の発展の一助にしていただけ

れば幸いと存じます。

一、-

昭和５６年４月

和歌山県農林部長

山パヘーノ

西 野 英 夫
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第 １ 林 業 編

和歌山県管内図（森林計画区配置図）
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市町村別人工林率図
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１ 森 林

（１）林野面積………県土の７７％は林野

本県の林野面積（昭和５６年４月現在）は364,176ha
で、県土面積の７７妬を占めている。このうち民有林は
９５粥でも国有林は５錫にすぎない。

土地利用の状況
国有林19,370ha

（5”

市町村別林野率図
…

(注）土地面積は
50年国勢調査、
その他は林政課
業務資料
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（２）森林資源･…･…･人工林率６０％

民有林のうち人工林面積は、２０６,５５８haでその蓄積は、２７,８７０千㎡(1３５㎡/ha)

となっている。

2冊ｒ 人 工 林 ６ ０ 筋 天 然 林 ３ ８ 妬 ↓
面 積
"4,166ha

６ ８ 妬 ３ ２ 発
蓄 澗
40,770千㎡

人工林樹種別構成

l -

人工林令級構成（面積）

妬 ４２
20

20妬３６
３２

、琴ノ17筋1５
２７ 16儲

13儲10
７

1２千㎡ 8筋
９ ７５

面
蔵

6筋 ６６
５ ５ ３

Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ｖ Ⅵ Ⅷ Ⅷ Ⅸ Ｘ 虹 期 Ｘ 皿 以 上
令 級 ｡

(注）昭和５６年４月林政課業務資料
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スギ・ヒノキ令級構成

スギ９２．５７６ha ヒノキ１０３､５８０ha

ｰ

(3 )所有形態･……･･民有林の９２％が私有林

民有林のうち、県有林、市町村有林等の公有林は８%(２６,０６０ha)で、殆んどが私有林

(３１８.１０６ha)で占められ、なかでも個人有林が圧倒的に多い。

所有形態別面積

I " %４０ 6０ 8０２０、
一 - 言 １ １ - Ｕ Ｕ １ １ １ ０

’ 私 有 林 ９ １ 筋

̅ ー

個 人 有 林 共 有 林 会 社 右 林 そ の 他

(注）昭和５６年４月林政課業務賛料
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（４）森林施業計画………増加する認定面積

伐採や造林・保育等の森林施業を計画的に推進するため作成する森林施業計画の認定面圃

は、年々増加し、５４年度現在では、民有林（県有林を除く）の４５錫にあたる１５３,７１９
Ｉ

haとなっている。
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(注）昭和５４年度林政課業務資料
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市町村別認定カバー率（５４年度）
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造 林 … ･ … … ･ ･ 減 少 し た 造 林 面 積

造林面菰は、３０年の１２,１６７haをピークに減少を続け５０年には、ほぼ１/５の20599

haになったが、その後横ばいの状態が続いている。

２

造林面穣の推移

12,167
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制度別造林面積の推移
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３林道… ･ … ･ ･ 急 が れる林道整備

民有林林道の総延長（５４年度末）は、７２２路線１,４８８h,あって、うち自動車道は

９６３肋で、その林道密度は２.８０m/haと低い。

林道開設の推移（一般・林構）

延 長 ( m )
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林道開設種類別実績（公団等含む） 管理主体別林道延長（自動車道）
そ の 他 １ 儲 県 １ 籍

ｰ

(注）昭和５４年度林政課業務資料
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市町村別林道密度図（５４．４，１現在自動車道）
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１

４ 林 産 物 の 生 産

（１）素材生産通･･…･…漸増傾向を示す素材生産

素材生産趾は、伐期林分の戚少、木材価格の低迷等により年々減少し、５２年には３２年

の３２暢に頓少した。しかし、５０年以降はわずかながら増加してきている。

また、５４年度における素材の用途別比率は、製材用が８７話（３６１千㎡）で大半を占

めている。
１．１４１‘"｡[_屋ョ素材生崖量の推移

即０ レノ

チップ用593600

鴫
パルプ用等

4 1 1 4 1 3
３６７ ３８２３９７

匡口同
4００ 心

（驚鷲
§

灘
、ｐｐ
、200

篝 ；千
㎡ 灘 蕊恩 、

函 …

…3 2 4 5 5 0 5 1 5 2 5 3 5 4 年 度

樹種別素材生産量（５４年度）所有形態別素材生ｉ ’所有形態別素材生産量（５４年度）

韓(注）昭和５６年１月和歌山県農林水産統計年報
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（２）しいたけ生産量…･…．．伸び悩むしいたけ生産

複合林蒙にとって貴重な収入源となっているしいたけ生産は、近年、しいたけ原木不足等
から生産は伸び悩んでいる。

薑薑
生 乾
し し
い い

ｔ
500F

502

３９】386
４００卜 349

２９７
副》0卜

200卜

1１８
ー

「１００，
５ ０ ５ １ ５ ２ ５ ３

（３）木炭生産量････．．…根強い需要に維持される備長炭の生産
５４年度

燃料革命により城少を続ける木炭生産も、本県特産の術長炭の良さが見直され、根強い需
嚢にささえられて生産されている。

２１．２７８
1

21,000

3.755

白 黒
炭 炭

3‘1５６

3.000F 2 . 8 1 3 2 , 8 5 5
＝

2.“８
2 . 3 1 0 2 . 3 0 6

２．０mi

1,Ⅸ】０卜 824

豊診箪島_診_塗Ｏ ｰ ２】

( 注 ） 昭 和 ５ ４ 年 度 林 政 課 業 務 資 料
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（４）その他の特用林産物生産量．．…･…安定していない特用林産物

しいたけとともに複合林家の収入源である特用林産物の生産瞳は、年度によって増域が箸
しい。

２００

392
400

３曲

クリ
２帥

ナメコ
ヒラタケ

IOO

●Ｌ

… '

1００5 0 5 1 5 2 5 3 謎 年 度

８

ビ

６
サワ

０

０

０

０

０

ｔ

５

４

３

２

１

４

２

5 1 5 2 5 3 5 4 年 度ｔ
度

(注）昭和５４年度林政課業務資料 4０

…3０
竹
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、
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５林業生産額、生産所得………増加する生産額、生産所得

木材生産が大半を占める生産額､生産所得は５３年以降蓉実な伸びを示している。

苛方円杯栗生産誰 業生産額
材生産額2０

1８

1６

1４

…
I 2

1０

林業生産所得
百万円

20,

林業生産所得

木材生産所得

1８，

'

… 1６，

1４，

12,

10,

(注）昭和５４年度統計課資料
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６製材工場の規模……･･･比較的規模の大きい製材工場

工場数は、４９年以降小規模工場を中心に７筋域少したが、総出力数は変らず、３７．５脚以上

の工場が６６冊を占めている。

また、国産材専用工場数は全体の３１筋を占めているが、素材入荷量は全体の１３妬にすぎず、

外材専用、国産材・外材併用工場に比して規模は琳細である。

製材工場数等

100筋
弓
４９

帥〒鯛2 ０ ４ ０ ６ ０
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７ ２ １ ６ ７
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ｒ 9
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# 蕊
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従業員数
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類型別製材工場数と入荷量
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７木材需給及び木材価格

（１）木材の需給………停滞する木材需要、低下した木材自給率

県内の木材需要趾は、４５年の７６妬と大畑に嘘少したが、その後は、ほぼ横ばいの状態
が続いている。

５４年の木材供給の内訳は、国産材１８籍（１，８１６千㎡）外材８２筋（１，４７８千㎡）

となっていて、国産材の自給率は低い。

：§木材需給の推移（県）

千㎡ 外 国“ 息 " 「 甫 錨 材 腎
…

1 . 8 8 8 １．８５７１，釦５１，８１６２．０(〕０
1．７７４

1．５００ 7８ 艶弼 艶 1,495

1,000

5 ”

蕊3”
５４年度

素材入荷量の内訳

他県材１冊
-

(注）昭和５４年度林政課業務資料
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（２）住宅建股（全国）………減少した新設住宅着工戸数

５１年以降安定していた新設住宅蒲工戸数（全国）は５５年度前年比８５冊に唆少した。

しかし、１戸当たりの平均床面積は年々増加し、５５年度９４㎡となった。

Ｉ

千戸 １,５２４１,５０８１．５４９
1.4931,500

1,356 ’

一博壷１，０叩
ｰ

灘、、 §蝿8さ

ＩⅡ 、…
ミ§

喝、＄＄令令令、
釦０

50 5】 5２ 5３ 別 5５

種類別新殿住宅戸数（5奔度）

…ノ２３(2鋤- １

貸 家 給 与持 家 分 眼

(注）昭和５６年２月林野庁資料
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（５）木材価格………上昇する製材用素材価格

低迷していた国産材丸太価格は５0年度の１４０の伸びを示している。
０

０

６

５

１

１

指

数
067円）

140
,767円）

130

120 242円）

'､… l l O

lOO

90

55年座5 ０ ５ １ ５ ２ ５ ３ ５ ４

木材製品小売価格（５０年＝１００）
０

０

６

５

１

１

指

数

× Ｉ 印
]）

FIIﾐ角
6XiFf

【 矛 一 一 一 弐 」

1４０
円）

1釦

１》
120

）
1１０

1 "

90

５ 0 ５ １ " ５ ３

(注）昭和５６年２月林政課業務資料
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８林業経営………著しく低下した林業収益率

育林労猫貫．伐出労務賃単価の上昇は４５年の3.2倍で．素材価格・山元立木価格をはるか

に上回っている。このため林業経営の収益率は著しく低下してきた。

Ｉ

伐出労賃単価指銚=ﾉ
（3別.8）

〆（317.1〕
6.2）
林労賃単価椎

281.9
宵

数

素材価格施
(1".5)

数
'

ノ
〃
ノ

器妙'
Ｚ
Ｚ

(144.9
＝

〆
〆

＝
〆〆 (141.6）

山元立木価格指
〆

〆
乞

＝ ＝

｜

’

J ー ＝４６ ４ ７ ４ ８ ４ ９ ０ ５

(注）昭和５６年２月林経協傭報
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９ 林 業 就 業

（１）林業就業者数………減少を続ける林業就業者
５０年における林業就業者数は５．０１４人でも３５年に比して６４妬の大幅な威少を示し

ている。

また、林業自営者と林業労働者の比(５0年）は、３:７となっている。

林業就業者数の推移

頚頚鯛顛騨林粟自営者

露睡騨醗唾林業労働者

人rl30363…

10 , "0

6,882
5.956

5,000

０

… (注）国勢調査による。
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ｒＰ

（２）林業就業構造………高令化する林業就業者

３５年には全体の半数以上を占めていた40才未満の林業就業者は、50年にはわずか

１８儲に減少し、逆に40才以上が大半を占めるようになり、著しく高令化が進んでいる。

また、３０才未満は僅か５儲にすぎず、後継者の確保が亜要な課題となっている。

年令階層別林業就業者数

０ 2０ ICo%40 60 8０

トーノllllllMM鷺Mllllllll:露澱;．３５年
(１３．３６３幻

４０年
（6.882心

４５年
（５，９５６幻

５０年
（５‘０１４幻

農 業
(75.026心（

参
考
印
年
） |llllllM‘,’,#1111111全産業

(４７８．２１３〃
～

2３ h鰹
汐 … 〃 〃 〃
麺…ログ亜口召グゼグ⑫

､…ノ

IIIIM"才以下鰯3.-39才塵鬮40-59才□60才以上
(注）国勢調査による。
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1 ０ 林 家 … … … 大 半 を 占 め る 零 細 規 模 の 林 家

保有林5ha以下の林家が全体の83粥を占め、零細な規模の林家が多い。

また、山林の保有目的は、規模が小さい林家ほど財産保持的な意識が強い。

保有山林規模林家数

ｰ

林家の意識 その他３筋

林 奴入を１
待しない
､13%

識立木販
駄23妬

毎年収入、
を期待する

愚２４錫
収

13%林業外収入
林家の
主 な
収 入

妬４

働

紹

他

労

４

の

業
葬 縫営に

対する
考え方

資産を備
蓄する考
え
l 2 8 %

３

耀辮
する
３２筋／

69錫

…

〆屈用労
が主自家
労働が従
１ゞ４鰐

自家労働
依存型
２２籍

剛刀２１
１４鰐 依存型

２２籍

林業労働

‘の形服
家労働
用労働
̅ 1 0

家労働主
用労働従
̅10% ,雇 用 、

労働
依存型

54筋

(注）森林施業等意向調査（和歌山県）
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ロ

１１森林組合……･･･望まれる森林組合の育成強化

施設森林組合数は４５組合で、組合員総数は２２，６５０人（１組合平均４９２人）、出資金

総額は３０４，２４８千円（同６，６１４千円）となっている。また、作業遜の有する組合は２４

組合である。

森林組合組織状況の推移

薑Ⅲ臺
昭３５４５５４
和 年 年 年

ｰ
３0４

３００ 2７５２７２
263

２５０

200 一

１４１

認
常勤役職員数
（人）

1５０

菰払込済出資金
（百万円）

100

量
“

２８-

5３４６
ｎ

》

《

Ｕ

声⑨

2３２４２３

担合員所有『
仔ha)

組合員数
仔人）

合 致

ｰ

全県に対する森林組合の占める比重（５４年度）
( 県 ） 森 林 面 積 造 林 面 積(344;166ha)(患滞ｻ)(2,37311a) 林業労働者数(150日以上）。（3,144人）

(注）昭和５４年度林政課業務資料
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1２林業研究グループ…･…･･活躍する林研グループ

地域林業の中核的担い手である林研グループは、現在４３グループ（１，１４０人）でも各方

面で活躍している。

癖鍛蝿蝿蝿会員数
彦3３０

人
300F

｢’０277
グ
ル
ー
プ
数

1６

２00r

1５０
142 1３３- ０証

グ
ル
ー
プ

７
１００F

。

５７７
５

４
３

Ｌ 3２２

東
牟
典

西
牟
璽

有

田

日 海

草

那

賀高

グループ
IO ２０

１ Ｉ

1６青 年 の 山 造 成 248

１２育 林 と 経 営 ５1５

箇々育林一罰"，
営 認 , s ‘

ー 育

州勿吟ﾌ数
鰯鬮鯛柵成員数

経

３
育林と特用林産物

ｮ‘1６

３２
３４

育 林

人 数 １ ０ ０ ２ ０ ０

(注）昭和５４年度林政課業務資料
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Ｉ

１３県土の保全．．…･…伸長箸しい治山事業

林地の崩壊を復旧・防止する治山事業や、保安林改良、生活環境保全林の楚備など治山関連
事業費は、昭和５４年度には５０年度の２倍と大棚な地加を示している。

意円治山事業の推移（事業費）
３２F 3.169.300

'も､--,､､：、
託､､､、 - 、 、

3０

２.卵0,9982８

2６

2４ ー2,289,038

’2２

1.9170116２０

リ
18-

16-1.578,877

1４-

１２-

１0=

雲 §
菫

》恥《一《》壁》一一》，、-、-、-、．、 §
蕊蕊、

-
、
、
、

や
、
、
、

、
、
、
、

やいえ溝蕊 、 、 、、-、-、

年度5４5３5２5 ０ ５ １

事業別内訳（５４年度）
ー

(注）昭和５４年度
林莱課業務資料

侭翻復旧治山
臣ヨ予防治山
D海岸防災林造成
鰯關保安林改良
鯛生活環境保全林整備
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林地開発許可の実績（５０～５４年度５ケ年間）

件 数 １ ２ ３ 5件４

農 用 地

レジャー用地

-

宅 地

土石の採取

そ の 他

面積 5０ lOOha

(注）昭和５４年度林業課業務資料
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1４森林保護………増加する松くい虫の被害

松くい虫の被害は全県下に慢延し、その被害は年々増加し、５０年以降急増している。

このため、被害立木駆除及び薬剤防除を大幅に拡充し、防除の徹底を図っている。

松くい虫被害と防除実譲の推移

2,580ha(うち地上589ha)
…

2 , 5 ”
-４８

ha
,660wi髄

● ●

澱
]OO45,

２，０００ ha40, ３００
被害立木材積 予

防
散
布
面
積薬剤散布面積30, 000

立木駆除材積

_｣識鳥 1,000 ha20, ０００

､…／

１３別1４，８

IO, 0 ㈹
●

●

●

岳

Ｄ

●

■

申

■

●

Ｂ

Ｇ

●

■

■

ザ

●

０

４

０

●

●

●

●

●

●

Ｏ

Ｂ

◆

●

●

●

●

●

０

●

●

● ●

苛積
昭 和 4 5 4 6 4 7 4 8 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3 5 4

(注）昭和５４年度林業課業務資料

一 鎚 一



1５森林の機能･…･…･年額5 , 564腫余円の公益的槻能

森林は、木材生産のほか、県土の保全、水資源のかん養及び生活原境の保全・形成等多面

的機能を有し、県民生活に大きく貢献している。この森林のもつ公益的機能を計駐化すると

年額５，５６４憾円の効用を県民にもたらしていると評価している。

森林の公益機能の評価

ー

円

剛端流出瀧

億
ｊ
７

９

２
〃
く

５円

鰯錨性鳥獣保趣

億
、
４

１

３
夕
く

６
円

鬮薙跡窪

億
Ｊ
６

９

７

１

０
〃
く

Ｌ

關幽辮麓休嬢

剛側臘禦麟趨
｜睡砂崩壊防錘

円
の
億
０
３

く

１

総

額 能 気 能 養 能 養

(注）昭和５６年４月林政課業務資料

保安林の種類別面積（民有林)75,955IB

…

その他2.239ha(3"

(注）昭和５５年３月林業課業務資料

一 型 一

耐坤一擶
ー

ａ

水源かん養
■■■

ゆ

" ,８２３ha -|̅(71”



１６和歌山県林業の賭指標

k=ノ

､ …

｜

- 3 0 -

区 分
土地面積

(50.10.1)

森林面積

(1兜0セ”刃

林 野 率

(1980センサス）

人工林率

(1980センサス）

人工林面種
(民有林）

(19帥センサカ

和 歌 山 県 ④
千ha
４７２

千ha
３６３

蝿
７７

筋
６０

千ha
２０６

全 国 ⑧ ３７，７５３ ２５．１９７ ６７ ４０ 7，２６５

対全国比(8xI") 1.3 1.4 ー 一 2,8

本 県 の 順 位 ３０ 2５ ９ ８ １３

区 分
人工林蓄積
(民有林）

(1980センサス】

人工林ha当
蓄積(民有林）
(1980センサス）

林道密度
(民有林）
(５１年）

造林面積
(民有林）
（５３年）

素材牛産冊

（５４年）

和 歌 山 県 ④
千例

２６８ 1３０
ITrha
２．９９

ha
2，２８８

千㎡
４１３

全 国 ⑧ 7，８０６ １０７ 3．３４ 1２６，７３６ ３３,２７０

対全国比(8x100) 3.4 一 1.8 1.2

本 県 の 順 位 ６ １４ ３４ ２0 ２７

区 。 分
乾しいたけ
生 産 盈
(５４年）

白 炭
生 産 鼠
(５４年）

くるちく
生 産 趾
（５４年）

谷 わ さ び
生 産 瞳
(５４年）

しゅろ皮
生 産 肚
(５４年）

和 歌 山 県 ④
・ ｔ

１３４．４ ２,３０６
！ 千束

４．７ ７７
ｔ

９‘４
ｔ

全 国 ⑧ 1２．２７９．８ ７０００６ ４８．６ 2．４９５．６ １３．４

対全国比($×100) 1.1 ３２．９ ９．７ - 7０.１

本 県 の 胴 位 １９ １ ４ １６ １



､ …

11980年世界農林業センサス

２国勢調査

３昭和５４年度林政課業務資料

４昭和５４年度和歌山県民所得

(注）

…

- ３ １ -

区 分
素材需要量

(５４年）

外材輸入率

(５４年）

林 家 数

(1980センサス）

林業専業
労働者数

(19釦センサス）

林業生産
所 得
（５３年）

和 歌 山 県 ④
千㎡

１，８７７
弱

７９．７
戸

２８．５５０
人

3，１４４
百万円

１５０１６０

全 国 ⑧ 7９．９６２ ６０．２ 2．５３１．３００ １１０,２５９ ６６９，９７５

対全鬮比(3x'０0) ２．３ ー 1.1 ２．９ ２．３

本 県 の 順 位 １１ 1６ ４0 １１ １８



1７森林資源並びに林産物生産等の見通し

（ １ ） 和 歌 山 県
（ｱ）森林整備の目標（民有林）

ー

(注）１現況は県業務資料による。
２昭和60年度までは国土利用計画和歌山県計画により、61-70年度までは林
道開設に伴う森林面積の戚少を見込んで算出したものである。

(ｲ）造林及び伐採の見通し
単位:ha、千㎡

､-ノ

’

- ３ ２ -

現況（５６年度） 目標（７０年度）

人
工
林

面 積 ( h a )

材積（千㎡）

２０６,６２４

２７，８６６，９００

２２８．１６２

４２，６０３

天
然
林

面 積 ( h a )

材積（千㎡）

１３２,３６５

１２,９０３,１０１

１０４,５９６

１２,３９７

その他 面 積 ( h a ) 5．１７７ 2．７８０

計
面 積 ( h a )

材積（千㎡）

３４４,１６６

４０,７７０,００１

３３５，５３８

５５００００

人 工 林 率 （ 儲 ） ６０ ６８

５５-６０ ６１～６５ ６６～７０ 計

再 造 林 7,６００ 1０j０００ １３，７００ ３１．３００

拡 大 造 林 8，４００ 7，９００ 6，９００ ２３,２００

天 然 更 新
一

9,９００ 9，０００ １０,６００ ２９,５００

計 ２５．９００ 2６,９００ ３１,２００ ８４,０００

主 伐 3，５４９ 4,４０９ 5．３９３ １３，３５１

間 伐 ７0７ ８２６ ７５３ 2．２８６

計 4２５６ 50２３５ ６．１４６ １５０６３７



Ｉ

『

(ｳ）林産物生産の見通し

単位：千㎡、ｔ

…

(注）現況は県業務資料による。

(ｴ）林道、治山整備の目標

-

(注） １現況は県業務資料による。
２林道は５５年資料
３治山事業は単年計画

- ３ ３ -

現況（５４年度） ６５年度 ７０年度

素 材 ４１３ ６２６ ７８８

生 し い た け ３９１．２ ５４７ ６３５

乾 し い た け １３４．４ ２３０ ３００

白 炭 ２,３０６ 2．３００ 2，３００

さ ん し よ ２７．２ ８０ ８５

ひ ら た け １６９.５ ２３０ ２５０

現況（５４年度） ６５年度 ７０年度

林 道 延 長 ( K m ) ９６３ 2，４４１ 3,３２１

林 道 密 度 ( n / 1 ' a ) 2．８０ 7_１０ ９．６６

作業巡延長（恥） １４４ ２１５ ２５０

治山整備
( h a )

(千円）

４２３

3，１８４，０３５

３９０

3．８２２，０００

４２０

４４３０,０００

保 安 林 整 備 ( h a ) 7５．９５３ ８０，４２０ ８０，９９０



（ ２ ） 全 国

（ｱ）森林資源整備の目標

…

(注） (I)現状は、昭和51年４月１日現在の状態を示す（年間伐採獄は51年度）。
(2)目標とする森林資源の状魍は、各年度の４月１日の状態を示す。
(3)目標とする森林資醗の状照の面積は、国土利用計画（全国計画）における昭和
６０年の森林の目標面積を基準とし．61年度以降について林道開設計画による森
林面積の威少を見込んで算定したものである。
(4)人工林欄の（）は内数で．現状は人工林であるが、自然的条件、社会的要諦
等により特殊な施薬を行うことにより針広混交林等一定の林型に誘導すべき森林で
ある。

(5)「森林資源に関する基本計画並びに「璽填な林産物の瀦要及び供給に関する長
期の見通し」（昭和５５年５月）

…

- 弘 一

区 分
指向する
森林資源
の状魍

現 状
目標とする森林資源の状態

６１年度 ７１ ８１ ９１ １0１

面
積
（
万
地
）

維 数

人 工 林

天 然 林

除 地

２．４７０

(４９）
1，２３９

1．１６１

７０

2．５２６

(４９）
９４４

1．５１０

７２

２．４８２

(４９）
１,１１４

1２９８

７0

2．４７７

(49）
１０２１９

1，１８８

７0

２，４７４

(４９）
1，２３５

1，１６９

７０

2，４７２

(４９）
1,２３７

1０１６５

７０

2．４７０

(４９）
1，２３９

1,１６１

７０･

蓄
澗
（
百
万
激
）

麓 数

人 工 林

天 然 林

除 地

３．３０８

(８４）
1，９４３

1，３６４

Ｉ

2，１８６

(47）
７９８

1．３８７

１

２，５５８

(65）
1，２３８

1，３１９

１

2．９２７

(85）
1．６５９

1，２６７

１

3１２０４

(103）
1，９１４

1，２８９

Ｉ

3，３０８

(１１４）
1，９８４

]､３２３

１

3．３０８

(122）
1，９６２

１.３４５

１

人 工 林 率 の ５２ ３８ ４６ ５１ ５１ ５1 ５２

ha当たり蓄積（㎡） １３８ ８９ １０６ １２２ １３３ １３８ １３８

鋼I碓採通億万㎡） １１３ ４５ ５８ ７１ ８９ 1０３ １１０



(ｲ）林産物需給の見通し
(単位：百万㎡）

-

(注 ) ( 1 ) ( )は工場残材で外数である。
（２）「森林資源に関する基本計画」並びに「重要な林産物の需要及び供給に関する畏
期の見通し」（昭和５５年５月）

-

一 弱 一

区 分 昭和５１年
実 綴 ６１年 ７１年 101年

需

要

製 材 用 材

パ ル プ 用 材

合板・繊維板・削片板用材

しいたけ原木・薪炭用材

そ の 他 用 材

計

５７．４

(5.4）
２９．６
(2.2）
１２．８

2.9

1.7

(7.6）
１０４.４

６２．６

(7.0）
３６．１

(3.0）
1４．９

３．６

1.2

(10.0）
１１８．４

６５．４

(7.5）
４４．９

(3.3）
１７．６

４．１

1.2

(１０．８）
１３３．２

供

給

国 内 供 給 隆

輸 入 危

計●

輸 入 瞳 の 比 率 （ 妬 ）

(7.6）
３８．２

６６．２

(7.6）
１０４.４

６３．４

(10.0）
４

７２．２

(10.0）
１１８．４

６１．０

(１０.帥
５７．７

７５．５

(１０，８）
１３３．２

５６．７

８７．９



第２山村対策編

山村地域（振興山村）及び過疎地域図
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１山村・過疎地域

（１）山村・過疎地域………県土の６３％を占める山村地域

山村地域及び過疎地域の県内にしめる地位

ｰ

(注）面積は１９７５年農業センサス（但し林野面積は１９７０年世界農林業センサス）就
業人口は５０年国勢鯛査による。

（２）人口動態･･･……人口減少が著しい山村及び過疎地域

山村地域及び過疎地域と全県の人口
”

(注）１国勢調査による。△は域少を示す。
２５５年度過疎地域人口には新過疎町の古座町を含む。

- ３ ７ -

釦 一 ・ 別 ・全県(A) u 耐地 " ) 田し仏隅 過疎地域｡ ｡/仏)儲 <q/圃鰯

人 口 （ 人 ） ． 1,０７２,１１８ ８９，０６８ 8.3 ７２．３００ ６．７ ８１．２

面

繭

(ha)

総 土 地 面 積

林 野 面 積

耕 地 面 積

４７１．８６９

３６３．５７６

３８．９７８

２９６，６０８

２７０,６０７

6，５１７

６２．８

７４．４

１６.７

２４４，４０９

２２５，１７５

3．６３０

５１．８

６１．９

9.3

８２．４

８３．２

５５．７

）

産
業
（
就
業
人
口
）
人く

総 就 業 人 口

鋪１次産業就業人口

うち林業就業人口

第２次産業就業人口

魂３次産業就業人口

４８７．２１３

８７.４０５

5００１４

1５０,６６０

２４９，１４８

４１１４４２

１７,０８９

4，２０６

９，５８３

１４,７７０

8.5

１９.６

８３．９

6.3

5.9

３３,０６９

１２,２０５

3．６７２

８，２９２

１２，５７２

6.8

１４．０

7３．２

5.5

5.0

７９．８

７１．４

８７．３

８６．５

８５．１

地 域 別
実 数 （ 人 ）

昭和35年 4０ 4５ 5０ 5５

増 威 率 （ 儲 ）

35WO 40 J５ 4 莞 ０ 5 崎 ５ 3 莞 ５

全 県 1.002,191 1,0溺.９７５ 1,Ｍ2.736 1,072,118 1,087,648 2.5 1．５ 2.8 1‘４ ８．５

山村地域 132,401 113.136 蝿.４１４ 四.０６８ 的,１４１ △１４．５ △１４．８ △７．６ △６．７ △訂.２

過疎地域 1100411 蝿,２１０ 沼,副５ 72.300 74,2認 △１４．８ △エ6.6 △８．０ 2.7 △魂.８
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昭和３５年～５５年人口動態

’ :蓼Ⅲ震口薑
３５４０ 4 5 5 0 弱 年 度

ｰ

ト山村地域一」
１３２

130

ト過疎地域 -’
１１３
１'.． 1IO1００

9４ ー

町腿古←
測一″三三二三

泥-

１
灘
蕊
溌
蕊
溌

筐
ー

F一一
一
一
一
一
一
一
ー
-
-
ー
-
-
-
-
■■■■■■■■■
一
一
一
一
＝＝＝＝＝＝＝
一
一
-
一
一
一
一

６０

人口

(注）’国勢調査による。
２５５年度過疎地域人口に新過疎町の古座町を含む。
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（５）年令別人口構成………高令化している山村地域

昭和50年における山村地域の年令別人口櫛成は、45～64才の階咽が27%

(２５．２４７人）で最も多く、県全体に比べて高令化がすすんでいる。

／
／

人口ピラミッド（５０年）

ー

一一一一山村地域

一 全 県

-’６５以上|ー

、

＞〆、、 ４５～６４１-
〆

〆

３０～４４

- I I 5 ～ 2 9

- ０-１４
2 ５ ２ ０ １ ５ １ ０ ５ （ 年 令 階 鬮 ）０ 5 1 0 1 5 2 0 2 5 3 0”

男 女

(注）国勢調査による。
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（４）産業別就業人口………第１次産業が最も多い山村の就業櫛造

發重０年
719心

’ ４

(50, 27.1筋16.3錫

(第２次産 (第３次産業）(第１次産業）
山

村
５年
,254人）
４

(4９
32.3笏20.6籍

蕊溌凝箪灘０年
,“２人）

５

１４
く 35.7儲23.1儲

ｰ

ヴ
ヴ
タ
グ
ヴ

ク
ヴ
ー
タ
タ
」

40年
81,181人） 43.0儲30.0籍(４

(第３次産業）(第２次産業）(第１次産業）

溌灘
タ
タ
グ
タ
ク

全

県
４５年
11,565人） 46.6妬31.2儲(５

灘
ゲタググクタ

ハ
ゴ
●
〃

今

。

夕搾
稗毎Ｊ
〃

宙

且

マ

グ

-

搦

聯
５０年
87,213人） 30.9儲 51.2儲(４

(注）国勢調査結果

…

- ４ ０ -



２生活環境･･…･…遅れている生活琿境整備

国道・県道・市町村道の整備状況（５５年３月現在）

…

…

(注）県道路課および山村対策課衝料による。

- ４ １ -

実 延 畏
(A)

全県に対する
山村の比率

錨 装 延 畏

実 数 ( C ) C/A(%)

山

村

地

域

全

部

山

村

一

部

山

村

国 道
(知蛎管理分）

主要地方道

一 般 県 道

市 町 村 道

計

国 道

主要地方道

一 般 県 道

市 町 村 道

計

１６５,９９９

２９４，３９６

２０６，９５３

1,７７８,１４７

２．４４５，４９５

５４,３１５

３２８，３８３

６５６,８０２

４，３６７．０１５

5,４０７,０１５

６７．２

３６．４

１５．２

１６．２

１８．３

２２．２

４０．６

４８．３

３９．９

４０．４

１３０,２０７

２２２，９６８

１５４,１３０

２３４，９１６

７４２，２２１

５４，３１５

３０３，８１０

５７４，０３３

1,４４４,５５７

２．３７７，２１５

７８．４

７５‘７

７４．５

１３．２

３０．４

１０0

９２．３

８７．４

３３．１

４４．０

そ
の
他
の
地
域

国 道

主 要 地 方 道

一 般 県 i n

市 町 村 道

計

２６，１７６

１８６．２７６

４９６.９００

４，８０７．１８５

5．５１６．５３７

１０．６

２３．０

３６．５

４３．９

４１．３

２６．１７６

１７７,９０３

４５９,５５０

２．４０２．８５２

3.０６６,７８１

１00

９５，５

９２．５

５０．０

５５．６

県

計

国 道

主 要 地 方 道

一 般 県 道

市 町 村 遊

計

２４６．９９０

８０９．０５５

1．３６０，６５５
．

１０，９５２．３４７

１３，３６９，０４７

１００

１００

１００

１００

10０

２１１，１９８

７０４,６３１

1．１８８．０１３

4，０８２．３２５

６，１８６，２１７

８５‘５

８７．１

８７．３

３７．３

４６，３



Ｉ

農 道

’

(注）県耕地課資料による。

､-ノ

林 道

(注）県林政課資料による。

国 道 （ 国 管 理 分 ） ､筆ソ

’

(注）建設省和歌山工班事務所資料による。

- ４ ２ -

実 延 長
(A)

全県に対する
山村の比率綴

舗 装 延 畏

実 数 ｡ C / A "
山
村
地
域

全 部 山 村
一 部 山 村

338,160m

1，６５６，２１１

１１．１

５４．３

４９,５０４m

５３７，８６７

１４．６

３２．５

そ の 他 の 地 域 1,０５３,８８４ ３４．６ ３６９，２８７ ３５.０

県 計 3，０４８．２５５ 1０0 ９５６，６５８ ３１．４

実 延 長
(A)

全県に対する
山村の比率妬

舗 装 延 長

実 数 ｡ C / A "
山
村
地
域

全 部 山 村
一 部 山 村

４９６，１１４

７４８，７８６

３３．８

５１．０

４２，５５４

５７,４１８

8.6

7.7

そ の 他 の 地 域 ２２２，７４０ 1５．２ ２６．６７４ １２．０

県 計 １,４６７,６４０ 1００ １２６，６４６ 8,6

実．延長
(A)

全県に対する
山村の比率儲

舗 装 延 長

実 数 ｡ C / A "
山
村
地
域

全 部 山 村
一 部 山 村

１■■■■

1３６．４４３

一

４９．９

一

1３６．４４３

１■■■■

１００

そ の 他 の 地 域 １３６，９０５ ５０．１ １３６,９０５ １００

県 計 ２７３．３４８ １0０ ２７３．３４８ １0０



小・中学校児童生徒数
噸位：生徒数人・率粥

(注）学校荘本凋査資料による。

､ -

山村の小・中学校における学級編成

(注）学校基本調査資料による。
-

-４３-

昭和3５ 4０ 4５ 5０ 5５ 40/3５ 45/4０ 50忽５ M/S０ 54/3５

山村地域
小学校

中学校

19.885

7,992

1３,１８５

８，１３９

10,549

６,１７８

7,440

５，１４２

6,629

3,釦０

66.3

1０１．８

帥.０

75.9

70.5

鶴.２

的.１

70.0

33.3

45.0

全 県
小学校

中学校

126,割１

閲,２８４

”,６２５

5８．９１８

９４．５６９

4６,１３９

97,511

46‘７４５

105,709

76,402

77.3

師.７

96.9

沼.３

１０３,１

101.3

1昭.４

１国.４

配‘７

126.7

昭和３５年

単 式 複 式 宮トー
卦勾胸

昭和５０年

単 式 複 式 計

昭和５４年

単 式 複 式 計

小学校

実 数
(学級数）

構 成 比
(籍）

578

72.1

224

27.9

帥２

100

344

“ ､４

１９０

３５．６

5劃

1００

370

7１．０

1５１

29.0

５２１

１O０

中学校

実 数
(学級数）

柵 成 比
(儲）

266

妬.３

１３

４．７

279

IOO

207

鴎.０

２

1．０

209

100

1８１

兜.４

３

1．６

1別

100



１

１ ２ 医 療

（１）無医地区の動向

I
Ｉ

1画＝ノ’

(注） 、

副

１

１

１

個

Ａ地区は交通事傭等立地条件が極めて悪く人口300人以上の地区
Ｂ地区は人口５０-３００未満のＡに遡ずる地区
県医務課資料による。

農業集落における生活環境の状況

、写

｜

１９７０年艇林業センサスによる。
比率は集落数及び戸数の総数に対する比である。

一 “ 一

( 注 ） １
２

無 医 地 区 数

山村地域 その他の
地 域 県

無 医 地 区 人 口

山村地域 その他の
地 域 計

- § 鴨
山村地域 その他の

地 域

昭４１

Ａ地区

Ｂ地区

計

１２

９８

１１０

１３

３８

５１

２５

１３６

１６１

7，６１４

１３，９８３

２１,５９７

8．９７０

5．９４６

１４，９１６

１６，５８４

１９，９２９

３６．５１３

6.7

１２.３

１９．１

1.0

0.7

1.6

昭４６

Ａ地区

Ｂ地区

計

１２

４２

５４

１１

６

１７

２３

４８

７１

6，５７３

5．８４９

１２．４２２

5，１３９

1，２６４

6，４０３

１１‘７１２

7．１１３

１８．８２５

6.8

6.0

１２．８

0.5

０．１

0.7

昭５３

Ａ地区

Ｂ地区

計

７

３３

４0

３

1０

１３

１０

４３

５３

４，３４２

４，２１１

8，５５３

2，３８４

１８９５

4１２７９

6．７２６

6，１０６

1２．８３２

4.9

4.7

9.6

０．２

0.2

0.4

農

業

集

落

数

農

家

戸

数

新
築
を
行
な
っ
．
た
農
家

最
近
５
ケ
年
間
に
母
屋
の

電
話
の
あ
る

築
落
数

農
家
数

停
）
〈
徒
歩
１
時
間
以
卜
あ
集
落
数

肢
寄
り
の
交
通
機
関
（
駅
・
パ
ス

紫
鰕
適
温
艤
蕊
蕊

の
入
島
な
い
集
落
数

中
心
部
ま
で
自
動
車

典
会
所
の
あ
る
築
落
数

１
時
間
以
上
要
す
る
集

夜
間
救
急
時
に
加
擬
ま
で落
に数

築

落

数

飲
料
水
源
別

上
水
道

簡
易
水
遡

し
尿
自
家
処
理
し
て
い
る
集
落
数

以

上

あ

る

部

落

数

小

学

校

ま

で

４

血

実

数

全 県

山村地域

1,689

520

66.591

1４，６９５

4,636

５１１

1,679

507

51,025

鯛０

理

6５

1７７

１５３

7０

3７

1，１５２

劃９

7８

4９

347

６

370

1００

1,238

4７７

206

“

比
率
㈱

全 県

山村地域

６．９

３-４

的.４

師.５

76‘５

5.9

5,6

1２．５

1０.５

麹.４

4‘１

7．１

錦.２

６７．１

4．６

9.4

20.5

１．１

2１．９

1９．６

73.2

9１．７

１２．１

1８．０



Ｖ林務関係・行政組織図

課

部

部

部

究

査

務

研

調

修

験

営

総

試

経

研

林
業
セ
ン
タ
ー

総 務 班

計 画 普 及 班

木材森林組合班

林 道 班

林

政

課

､ …

係

係

務

営

庶

経壬
林
木
育
種
場

農

林

業

言 “ 肘

林 両 ｕ Ｉ 羽

鳥 有 林 母

喋 林 保 今 召

課

部

山
村
産
業
試
験
場

山
村
対
策
課

調

振

構

整 班

興 班

造 改 善 班

証:営:遡鷲…
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庶 務 係

指 導 普 及 係

造 林 係

森 林 土 木 係

海草県事務所

器"．“那賀県事務所

庶 務 係

山 村 対 策 係

林 道 係

治 山 係

林 務 課県

伊都県事務所
ｰ ／

事

経

普

造

営

及

林

係

係

係壬有田県事務所
林 業 指 導 課務

所
庶 務 係

山 村 対 策 係

林 道 係

治 山 係

林 務 課
日高県事務所

西牟婁県事務所 …
経 営 係

普 及 係

造 林 係

県 有 林 係

林 業 指 導 課東牟婁県事務所

林

業

公

社

- ４ ６ -
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